
ひろしま自然保育認証制度について
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広島県健康福祉局安心保育推進課

令和６年２月
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

スキー場（県内13箇所）も、海水浴も。

リンゴも、みかんも。

恵まれた自然環境と都市機能が共存

基本情報
面積 8,479.03平方㎞（全国10番目）

人口 ２76.0万人 （全国12番目）

中国山地

瀬戸内海
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

○ 広島県の豊かな自然環境や地域資源を活用した自然体験活動の推進

○ 自然保育を実施する団体に対する安心感や社会的な認知の向上
○ 保育環境の多様化とファミリーフレンドリーな広島県づくり

制度のねらい

認証基準抜粋
区 分 Ⅰ型 Ⅱ型

対 象 広島県内に所在する幼児教育・保育団体（公私立を問わず、すべての団体）

位 置 づ け
質・量ともに充実した自然体験
活動を実施している団体

日々の保育等に自然体験活動を
積極的に取り入れている団体

自 然 体 験 活 動
屋外を中心とした自然体験活動が
平均して週１０時間以上

屋外を中心とした自然体験活動が
平均して週５時間以上

屋 外 で の
活 動 場 所

自然フィールドが園庭以外にあること
自然フィールドが園庭以外にあること
※ただし、園庭において多様な自然体験

活動が実施できる場合は、この限りでない。

平成29年10月制度創設

自然体験活動を計画的・継続的に取り入れて、教育・保育を
行っている団体を、県独自の基準により認証

第１次認証団体（Ｈ30.1.19認証式）
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平成２９年１０月１６日
中国新聞

森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について
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６５団体を認証（令和6年２月時点）

森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について
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内訳：Ⅰ型 50団体 Ⅱ型 15団体

幼稚園（13）、保育所（21）

認定こども園（17）

認可外保育施設（14）

幼稚園
（１）

認定こども園(1)

幼稚園（3）
認定こども園(2)

幼稚園(1)
保育所(4)

認定こども園(2)
認可外(3)

幼稚園(4)
保育所(7)

認定こども園(7)
認可外(7)

幼稚園(1)
保育所(3)
認可外(2)

幼稚園（1）
認定こども園(2)

幼稚園(1)
保育所(1)

認定こども園(1)
認可外(1)

認定こども園(1)
認可外（1）

保育所（3）

幼稚園(1)

認定こども園(1)

保育所（1）

保育所（2）
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

•「鳥取・広島両県知事会議」

森のようちえんの認証制度について、連携して今後の
あり方を検討

平成26年度

•鳥取県・長野県、 自然保育に係る認証・認定制度開始

•鳥取県、三重県と合同で長野県を視察

•県内視察や有識者との個別の意見交換を実施

平成27年度

•県内視察や有識者との意見交換を継続実施

•園所における自然体験活動に係るアンケート調査を実施

•認証制度の創設等に係る経費を予算要求

平成28年度

これまでの取組①
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

これまでの取組②

•検討会議の設置（計５回）

•認証制度創設（H29.10）

•自然保育懇談会（各２回/年）※令和4年度から交流会

•保育者等安全管理研修（各２回/年）

•アドバイザー派遣 令和４年度（計24団体）

•認定団体65団体（令和6年2月）

•ひろしま自然保育推進協議会設立（令和5年12月）

平成29年度～

令和5年度



9

森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

平成28年に県が行ったアンケート（対象：幼稚園、保育所、認定こども園922施設、回答率63.4％）
では，自然体験活動を実施するにあたり・・・
①「安全面の確保が大変」 （82.1％）
②「自然体験活動に関する知識やスキルが足りない」 （42.7％）
③「活動する場所がない」 （39.0％）
④「保護者の理解を得ることに課題がある」 （20.5％）

・・・という調査結果

「人材育成」「情報発信」等を積極的に実施
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

★認証団体間の交流促進
・実践内容の発表や交流・実践における課題や解決策の共有

・県の事業への意見

・年/2回

認証団体交流会開催

アドバイザー派遣 自然保育推進事業補助安全管理専門研修

・自然保育認証団体として押
さえておくべき安全に関する
基本的な知識・技術を習得

・専門的知見を持つ団体によ
る研修会（県主催）を実施

・Ｒ４年度は、10月と翌年３月
に開催

・年/2回

★安全面の資質向上による

自然保育の信頼性向上
★自然保育に係る取組

支援・資質向上
★自然体験活動のさらなる

推進

・各団体により異なる課題を解
決するため専門知識を持つ
アドバイザー（県が任命）を派
遣

・団体の希望 （計画）に沿っ
て県が派遣調整

・R５年度からは、非認証団体
のみの派遣に変更

・保育者や保護者を対象にア
ドバイス

・各団体により異なる課題を解
決するため、各団体が主体的
に実施する研修や研修参加に
要する費用を補助

・認証団体自らがアドバイザー
を選択し招へいできる経費等
を補助（R５年度から実施）
補助基準額（補助率1/2）

Ⅰ型 360千円／年

Ⅱ型 80千円／年
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

ＨＰの充実

リーフレット作成

☆その他，県や民間の広報媒体等で積極的に情報発信

ひろしまの自然保育のリーフレット（団体の紹介）

制度内容を県民に幅広く発信

【内容】

自然保育に対する保育従事者の理解を深めるた
めのリーフレットを作成（平成30年度）

⇒各園・所を初め，県内外に積極的にＰＲする。

ターゲットを絞った広報の実施

【内容】 制度・補助金の内容説明

認証団体の活動状況報告 等

⇒ 学生等の就職先の検討材料にも。
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森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

★自然体験活動の機運醸成

★自然体験活動の事例収集と発信

★認証団体数の拡大
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≪その他≫

県内の自然体験活動及び自然保育の充実と普及促進を行うとともに、県の自然
保育事業の発展を推進することを目的とする。

目 的

協議会 各園県

・自然保育全般に
係る相談

・県事業（安全管理
研修や交流会）へ
の協力

・新たな認証取得
に係る各園への周
知

（２０２３年１２月１日）

・有識者（大学教
授、園長）、県自然
体験活動アドバイ
ザー等９人で構成

・原則月１回会議

・日本自然保育学
会（保育環境ＷＧ）
等、関係団体から
の情報提供

・資質向上に係る
研修会の開催

（認証園）

・資質向上に係
る情報提供や自
然保育に係る相
談依頼

（未認証園）

・県や協議会か
らのアドバイザー
派遣や相談


